
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

名
護
市
民
会
館
は
満
席
状
態
に 

劇
団
文
化
座
に
よ
る
特
別
講
演
「
命
ど
う
宝
」
が

１
３
日
、
名
護
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
ま

し
た
。
１
月
に
市
長
選
も
あ
っ
て
宣
伝
が
い
き
わ
た

ら
な
く
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
観
客
席
は
ほ
ぼ

満
席
状
態
で
大
盛
況
で
し
た
。 

島
ぐ
る
み
の
た
た
か
い
を
再
現 

米
軍
占
領
下
で
銃
剣
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
家
や

土
地
を
奪
わ
れ
た
伊
江
島
の
阿
波
根
昌
鴻
を
先
頭

と
し
た
非
暴
力
の
た
た
か
い
や
人
民
党
書
記
長
瀬

長
亀
次
郎
や
屋
良
朝
苗
な
ど
が
先
頭
に
立
っ
た
「
復

帰
協
」
の
結
成
な
ど
島
ぐ
る
み
の
闘
い
の
再
現
に
観

客
は
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。 

亀
次
郎
の
演
説
に
拍
手
と
指
笛 

亀
次
郎
役
の
藤
原
章
寛
さ
ん
が
「
瀬
長
一
人
叫
ん

だ
な
ら
ば
～
」
の
有
名
な
演
説
の
フ
レ
ー
ズ
を
訴
え

た
時
、
大
き
な
拍
手
と
指
笛
が
鳴
り
響
き
、
当
時
の

演
説
会
場
を
思
わ
せ
る
か
の
よ
う
な
光
景
で
し
た
。 

辺
野
古
の
住
民
も
多
数
観
劇 

ゲ
ー
ト
前
で
座
り
込
み
を
続
け
る
島
袋
文
子
さ
ん

な
ど
辺
野
古
の
地
元
住
民
や
活
動
家
も
多
数
観
劇
。

舞
台
で
全
員
が
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
を
踊
る
場
面
で
は
、

感
激
で
涙
を
流
す
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。 

〒905-0011 名護市字宮里 447-20 丸平第 2アパート 102 号 TEL0980-54-8555 FAX0980-54-8556 

郵便振込口座記号番号 01710-0-166221 加入者名・新基地建設反対名護共同センター 

 

  

 

E メール nago.kyodoc@bird.ocn.ne.jp 

2022.2.15（火）第 382 号【部内資料】 

新基地建設反対名護共同センターニュース 

保守革新を乗り超え市民中心の市政を 
 

 

「命どう宝」公演 観客席から拍手や指笛鳴り響く 
 

 

 

閉幕後、挨拶する出演者たち。中央
は、劇団文化座代表の佐々木愛さん。 
 

トイタ（砥板）芳行氏の略歴 
石垣市議 4期。1969 年生まれ。私立海星小、熊
本マトリス学園中・高校卒、東京デザイナー建
築デザイン科中退。八重山青年会議所理事長、
米国務省 IVLP。海上保安協会支部理事など 

石
垣
市
長
選
（
２
０
日
告
示
、
２
７
日
投
開
票
）
は
告
示
ま
で1

週
間
を

切
り
ま
し
た
。
新
人
で
市
議
の
ト
イ
タ
（
砥
板
）
芳
行
氏
（
５
２
歳
）
と
現

職
で
４
期
目
を
め
ざ
す
中
山
義
隆
氏
（
５
４
）
＝
自
民
・
公
明
推
薦
＝
と
の

一
騎
打
ち
で
す
。
ト
イ
タ
氏
は
市
議
会
野
党
、
保
守
団
体
、
市
民
団
体
、
自

然
保
護
団
体
な
ど
と
計
８
つ
の
政
策
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。 

１
１
日
夜
に
は
女
性
部
（
白
玉
敬
子
部
長
）
の
集
い
を
同
市
内
で
開
き
、

ト
イ
タ
氏
は
市
議
補
選
予
定
候
補
者
の
大
道
な
つ
よ
（
夏
代
）
氏
（
５
３
）

と
と
も
に
決
意
を
語
り
ま
し
た
。
家
族
や
地
域
の
女
性
代
表
の
訴
え
、
ダ
ン

ス
あ
り
、
笑
い
あ
り
で
市
政
を
市
民
に
取
り
戻
す
熱
気
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。 

ト
イ
タ
氏
は
「
（
中
山
市
政
の
も
と
で
）
長
期
政
権
に
よ
る
市
民
不
在
の

独
善
的
な
市
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
市
民
の
信
頼
を
回
復
し
市
民
に
よ

る
、
市
民
の
た
め
の
石
垣
市
政
を
取
り
戻
し
ま
す
。
保
守
、
革
新
を
乗
り
超

え
て
心
一
つ
に
し
て
新
し
い
石
垣
市
、
コ
ロ
ナ
で
疲
弊
し
た
石
垣
市
か
ら
脱

却
し
、
力
強
い
、
豊
か
な
石
垣
市
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
」
と
決
意
を
表
明

し
ま
し
た
。
大
道
氏
は
「
小
さ
な
声
を
上
げ
る
こ
と
が
大
事
。
お
年
寄
り
、

子
ど
も
、
お
父
さ
ん
、
女
性
の
声
を
市
政
に
届
け
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。 

  

市
民
不
在
の
独
善
市
政
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！ 

 

大
道
な
つ
よ
市
議

補
選
予
定
候
補 

ゲート前などでの監視活動続く 

 キャンプ・シュワブの工事用ゲートや第３ゲート、海上行動はじめ

安和港、塩川港での監視活動は引き続き少人数で続けられています。 

次期市長選での雪辱めざし頑張ろう！ 
「島ぐるみ会議名護」が定例会 

名護市長選後初の島ぐるみ会議名護の定例会が 11 日、名護市

内で開かれ 20 人余が参加しました。稲嶺進代表（元名護市長）

が「市長選の結果は残念だったが、建白書実現に向けて今後も

頑張っていきましょう」、岸本洋平氏は「多くのみなさんのご支

援に感謝します。私の訴えは届かなかったが、次の闘いにつな

がるたたかいだった。ありがとうございました」との感謝の挨

拶がありました。参加者から選挙戦での感想や反省点などが多

く出され、「４年後の雪辱に向かって今から頑張っていこう」と

意思統一しました。事務局から岸本選対としての選挙総括を２

月１９日に行うことが報告されました。 

 

キャンプ・シュワブゲート前で
パネルを掲げる県民（９日） 


